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協働と次世代育成をめざした
益田市水環境保全プロジェクト

小学生を対象とした海での課外授業

成果と工夫した
ポイント

■成果
清掃・親水イベント等によって活動範
囲内の海岸ゴミが約7パーセント撤
去され、活動の参加者の96％が水辺
の自然環境に関する意識が向上した
と答えた。また、各機関との協働実施
のための土台作りができた。

■工夫
イベントや環境教育の実施に際して、
地域内の多様な機関と協働で行うこ
とを意識した。

1年目
知識の提供・
普及啓発

清掃イベントの参加者
（外部）の延べ人数　　
　　　　　

活動の全体目標に
対する達成度84人 2校 35％年間を通じて環境教育

授業を行った小学校数

課　題

今後の課題

清掃イベントで集めた
海岸ゴミ

　海岸部での漂着ごみやレジャーごみ問題と、若年層をはじめとする自然環境への意識低下、
及び環境保全意識向上のための地域内教育システムが十分に整備されていないこと。

●活動範囲、イベント等の規模の拡大。
●助成活動終了後にも地域内で継続的に類似活動が行われるために、協働活動者との連携
　体制を深めていきたい。

　清掃活動と自然体験を統一させた野外イベントや小学校での環境学
習などを、学校や住民組織などとの協働を意識して実施することを通じ
て、地域の自然環境保全を担う次世代を育成するシステムの土台作り
を行った。
　また、地域の海岸の自然環境や利用法などの調査を独自に行い、そ
の成果を環境教育のための教材やデジタルパンフレットとして一般に
公開した。

活動内容

つり環境ビジョン
助成


